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１
月
10
日
は「
１
１
０

番
の
日
」、
武
南
警
察

署
（
署
長
＝
門
井
幸
夫

さ
ん
）
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、イ
オ
ン
モ
ー

ル
川
口
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。

　

１
日
署
長
に
現
Ｉ
ｗ

Ｇ
Ｐ
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、プ
ロ
レ
ス
団
体
「
ス

タ
ー
ダ
ム
」
の
人
気
レ

ス
ラ
ー
「
岩
谷
麻
優
選

手
」（
写
真
）
を
迎
え
た
。

　

リ
ン
グ
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
姿
で
登
場
し
、
乱
入

し
た
不
審
者
に
プ
ロ
レ

ス
技
を
か
け
た
り
、
警

察
官
の
制
服
で
１
１
０

番
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

出
し
適
切
な
通
報
を
呼

び
掛
け
た
り
、
啓
発
品

を
配
っ
た
り
し
た
。

　

門
井
署
長
は
「
緊
急

性
の
な
い
、
適
正
で
は

１
１
０
番
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
い
１
１
０
番
通
報
は
、

相
談
専
用
ダ
イ
ア
ル
『　

＃
９
１
１
０
』
を
利
用

下
さ
い
」
等
と
呼
び
か

け
ら
れ
た
。

　

大
勢
の
フ
ア
ン
や
買

い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

    

赤
井
町
会　
新
年
会

　
衆
議
院 
県
議 
市
議
ら
新
年
の
挨
拶

　

１
月
14
日
、
赤
井
町

会
は
町
会
会
館
で
新
年

会
を
開
催
し
、
１
０
０

名
程
が
列
席
し
た
。

　

関
根
和
雄
町
会
長
は

「
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参

加
に
感
謝
で
す
。
年
明

け
早
々
の
能
登
の
災
害
、

羽
田
の
事
故
、
能
登
の

災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ん
、
ど
う
ぞ
乗
り
越
え

て
下
さ
い
。
赤
井
町
会

は
神
社
と
共
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
有
難
い
で
す
。

震
災
が
起
き
た
ら
、
自

助
・
共
助
・
公
助
、
近
所
、

ま
ず
自
分
の
家
の
危
機

管
理
を
見
直
し
て
下
さ

い
」
と
。

　

顧
問
の
千
葉
正
吾
さ

ん
は
「
年
明
け
早
々
地

震
が
あ
り
、
い
つ
い
か

な
る
災
害
が
起
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
備
え
あ

れ
ば
患
い
な
し
、
今
後

も
街
の
た
め
尽
力
し
て

い
き
た
い
」
と
。

　

新
藤
義
孝
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
高
橋
英

明
衆
議
院
議
員
は
「
被

災
者
の
皆
さ
ん
に
お
見

舞
い
、
お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
」
と
。
立
石
泰

広
県
議
長
は
「
新
し
い

１
万
円
札
に
渋
沢
栄
一

氏
で
す
」
と
。
岡
村
ゆ

り
子
県
議
は
「
笑
う
門

に
は
福
が
来
る
。
い
い

ぞ
体
操
」
を
披
露
。
前

原
博
孝
・
飯
塚
孝
行
・

藤
島
と
も
こ
市
議
、
町

会
相
談
役
川
瀬
隆
之
さ

ん
、
神
社
総
代
長
嶋
根

宏
之
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
さ
れ
た
。

　

写
真
に
は
写
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
永
瀬
秀
樹

県
議
や
新
藤
義
孝
大
臣

秘
書
菊
地
博
さ
ん
も
訪

れ
た
。

　前列左から嶋根さん、石島さん、粕谷さん、関根さん、立石さん、岡村さん、飯塚さん、後列左から
村津さん、千葉さん、前原さん、高橋さん、藤島さん、相馬さん、峰岸さん、大柳さん。

　岩谷 麻優さんに感謝を渡す、門井 幸夫署長



第３４３号　　新　郷　新　聞　２０２４年（令和６年）１月２８日（日）　　　　（２）　

59

令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

　

11
月
26
日
、
神
根
運
動
場
に

於
い
て
川
口
市
消
防
団
特
別
点

検
が
開
催
さ
れ
た
。

　

分
列
行
進
、
通
常
点
検
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
放
水
訓
練
等
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
表

し
た
。
ま
た
１
月
に
は
、
令
和

５
年
度
定
例
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。

　

第
６
支
団
（
支
団
長
＝
桜
木

秀
治
さ
ん
）
表
彰
者
は
次
の
通

り
。

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
長
表
彰
▽

１
等
功
労
賞
・
家
族
＝
鈴
木
一
・

矢
野
昌
宏
▽
２
等
功
労
賞
＝
中

川
政
行
・
櫻
木
友
也
・
上
和
広

▽
３
等
功
労
賞
＝
細
井
翔
太
▽

勤
続
＝
榎
本
勝
一
・
田
中
政
徳

▽
機
関
＝
福
田
貴
史
・
長
島
安

幸
。

◆
川
口
市
長
表
彰
▽
功
労
賞
・

勤
続
20
年
＝
鈴
木
一
・
矢
野

昌
宏
▽
勤
続
25
年
＝
榎
本
勝

一
・
田
中
政
徳
▽
勤
続
15
年

＝
中
川
政
行
・
櫻
木
友
也
・

上
和
広
▽
勤
続
10
年
＝
細
井

翔
太
。

◆
団
長
表
彰
＝
三
塚
健
太
郎
・

新
井
秀
樹
・
森
杉
悟
。

◆
川
口
支
部
長
表
彰
▽
特
別

＝
石
塚
隆
一
▽
１
等
＝
石
鍋

英
彰
▽
２
等
＝
藁
谷
信
介
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）。

　

川
口
市
消
防
団
員
は
地
域

に
住
む
人
々
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
地
域
の
安
全
、
安

心
の
為
、
日
々
地
域
防
災
の

要
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

前
野
宿
町
会
（
町
会

長
＝
細
川
み
さ
を
さ
ん
）

の
子
ど
も
会
（
会
長
＝

櫻
木
友
也
さ
ん
）
は
12

月
17
日
、
町
会
会
館
で

「
前
野
宿
子
ど
も
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
を
開
催
し
た
。

　

喜
多
尾
講
子
さ
ん
が

腹
話
術
や
手
品
や
紙
芝

居
な
ど
を
披
露
し
、
櫻

木
会
長
が
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
務
め
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
大
人

も
大
喜
び
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
お
に
ぎ
り
バ
イ

キ
ン
グ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

　

細
川
さ
ん
は
、「
４
年

振
り
の
子
ど
も
会
の
行

事
で
す
。
４
年
分
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
さ
れ
た
。

　

12
月
５
日
、
新
郷
南

小
学
校
６
年
生
が
、
日

本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る「
あ
す
チ
ャ

レ
！
ス
ク
ー
ル
」
の

「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
行
っ
た
。　
　

　

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
有
の

種
目
。
選
手
全
員
が
ア

イ
シ
ェ
ー
ド
（
目
隠
し
）

を
つ
け
て
、
１
チ
ー
ム

３
人
の
選
手
が
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
得
点
を
争

う
競
技
。

　

日
本
代
表
の
高
田
友

恵
さ
ん
を
コ
ー
チ
に
迎

え
、
体
験
ゲ
ー
ム
な
ど

で
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
楽

し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

こ
の
催
し
は
児
童
が

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

す
る
こ
と
で
障
害
に
つ

い
て
の
学
び
や
気
づ
き

の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

新郷南小あすチャレ！スクール

　　
消
防
団
特
別
点
検

県
消
防
協
会
長
表
彰
に
鈴
木
、
矢
野
さ
ん

前野宿町会クリスマスの集い

川口市消防団 第６支団の皆さん　写真同団提供



（３）２０２４年（令和６年）１月２８日（日）　　新　郷　新　聞　　　　第３４３号

 
今
日
も
ま
た
　
あ
な
た
の
無
事
故
　
待
つ
家
族
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　 

武
南
警
察
署

　

篤
信
と
は
信
仰
心
の

あ
つ
い
こ
と
と
あ
り
ま

す
。

　

ど
の
様
な
行
為
が
当

て
は
ま
る
の
か
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
信
仰

心
の
あ
つ
い
人
を
思
い

返
す
と
、
令
和
５
年
７

月
７
日
に
92
歳
で
逝
去

さ
れ
た
「
山
﨑
基
宏
様
」

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

　

現
在
の
お
施
主
様
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
ま

で
、
当
山
住
職
３
代
に

渡
り
、
お
寺
の
役
員
と

し
て
、
檀
信
徒
の
模
範

と
し
て
、
菩
提
寺
の
為

に
力
を
尽
く
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
昌
福
寺

一
同
こ
の
法
縁
に
手
を

合
わ
せ
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
堂
増
改
修
・
客
殿

等
建
築
の
際
に
は
、
建

設
委
員
副
委
員
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
、
佛
具

の
寄
付
、
写
経
の
納
径
、

各
法
要
で
の
ご
協
力
等
、

当
山
へ
の
ご
理
解
・
お

力
添
え
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
為
に
も
多
く
の

貢
献
を
な
さ
れ
た
事
は
、

皆
様
の
記
憶
に
も
新
し

い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
山
﨑
家
第
９
代
目

と
し
て
ご
先
祖
様
を
お

護
り
し
、
山
﨑
家
の
興

隆
に
も
汗
を
流
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
長
年
の
功

績
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
基
宏
様

と
過
ご
し
て
き
た
日
々

を
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
大
切
に
す
る
こ
と
を

誓
い
、
山
﨑
家
菩
提
寺

住
職
と
し
て
、
地
域
の

一
人
と
し
て
、
改
め
て

御
礼
の
御
挨
拶
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

本
当
に
有
り
難
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

荷
葉
山　

昌
福
寺　

　  

住
職  

尾
辻  

正
純  

合
掌

真
ま
こ
と

の
篤と

く

信し

ん

　

１
月
３
日
、
新
堀
の
正
源

寺（
住
職
＝
荒
井
真
道
さ
ん
）

は
、
４
年
ぶ
り
の
餅
つ
き
大

会
を
行
っ
た
。

　

足
立
区
舎
人
の
境
川
部
屋

（
師
匠
＝
境
川
豪
章
さ
ん
）

の
境
川
親
方
と
ご
家
族
、
平

戸
海
、
佐
田
の
海
、
妙
義
龍
、

對
馬
洋
、
西
乃
龍
、
阿
蘇
ノ

山
、
黒
姫
山
、
豊
翔
等
が
初

場
所
必
勝
祈
願
の
参
拝
に
訪

れ
、餅
つ
き
に
も
参
加
し
た
。

　

檀
家
さ
ん
や
、
力
士
が
廻

し
姿
で
威
勢
よ
く
就
い
た
35

㎏
の
餅
は
、
お
汁
粉
、
辛
味
・

あ
ん
こ
・
い
そ
べ
・
き
な
粉

餅
と
次
々
に
出
来
上
が
り
沢

山
振
舞
わ
れ
た
。

　

写
真
中
央
が
境
川
親
方
、

後
列
右
端
荒
井
住
職
、
左
は

小
宮
山
学
道
さ
ん
。

新
堀
の
正
源
寺
で

餅
つ
き
大
会 

境
川
必
勝
祈
願
　

11
月
６
日
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
川

口
支
部
（
代
表
＝
原
島
潔
さ
ん
）
は
、
赤

井
の
サ
ン
テ
ピ
ア
（
常
務
理
事
＝
池
田
誠

さ
ん
）に
恒
例
の
車
い
す
の
寄
贈
を
し
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
、
小
林
道
子
さ
ん
、

戸
塚
英
樹
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
、
原
島
潔

さ
ん
、
浦
野
正
一
さ
ん
、
照
山
悦
子
さ
ん
、

池
田
誠
さ
ん
、
富
田
克
弘
さ
ん
。

車
イ
ス
を
サ
ン
テ
ピ
ア
へ
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能
登
半
島
地
震
被

災
し
た
北
陸
地
方
に

は
「
越
中
富
山
の
薬

売
り
」
と
語
ら
れ
た

よ
う
に
製
薬
各
社
の

生
産
拠
点
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
・

日
医
工
・
沢
井
製
薬

な
ど
で
す
が
、
中
で

も
参
天
製
薬
株
式
会

社
は
、
主
力
工
場
で

あ
る
能
登
工
場
が
被

災
し
稼
働
を
停
止
し

て
い
ま
す
。
稼
働
の

再
開
時
期
に
つ
い
て

は
未
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

能
登
工
場
で
は
、

眼
科
で
処
方
さ
れ
る

医
療
用
医
薬
品
の
生

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（314

産
拠
点
で
、
参
天
製

薬
の
年
間
生
産
量

４
億
本
の
75
％
を
占

め
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
在
庫
は
数
ヶ
月

分
確
保
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
邪
薬
・
咳
止
め
・

去
痰
剤
等
不
足
し
て

い
る
医
薬
品
に
目
薬

ま
で
加
わ
る
の
は
避

け
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　

中
山
久
仁
夫

能
登
半
島
地
震
余
波

あ
と
が
き

　

正
月
か
ら
地
震
、
事
故
の
大

変
な
幕
開
け
で
し
た
。
能
登
半

島
地
震
被
害
に
あ
わ
れ
た
地
域

の
復
旧
・
復
興
が
進
む
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
地
域
の
皆
様
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

地
域
全
体
の
つ
な
が
り
や
協
力

が
強
化
さ
れ
、
安
心
、
安
全
な

地
域
に
な
る
事
を
切
望
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
記
事
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。
次
号
は
２
月
末
発
行
で
す
。

歯
科
医
の
風

今
年
も
約
１
６
０

枚
ほ
ど
の
年
賀
状
の

整
理
が
終
わ
り
ま
し

た
。

　

私
自
身
が
高
齢
者

に
な
る
と
、
若
い
頃

の
精
力
的
だ
っ
た
頃

か
ら
続
い
て
い
る
友

達
関
係
に
様
々
な
変

化
が
生
じ
ま
す
。

　

４
～
５
年
前
か

ら
、「
今
年
限
り
に
し

ま
す
」
と
い
う
内
容

の
年
賀
状
が
何
通
か

あ
り
ま
し
た
。
昔
は

身
近
で
親
し
く
付
き

合
っ
た
友
人
で
も
、

お
互
い
に
離
れ
た
所

で
生
活
が
始
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
年
賀
状

だ
け
の
や
り
取
り
に

な
る
ケ
ー
ス
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
あ
の

人
は
元
気
か
な
？
と

思
い
出
す
こ
と
は
あ

る
の
で
、
年
賀
状
で

そ
れ
を
確
か
め
る
事

が
で
き
る
と
、
一
緒

に
居
た
頃
が
思
い
出

さ
れ
て
、「
あ
い
つ
頑

張
っ
て
い
る
な
。
俺

も
ま
だ
ま
だ
だ
」
と

心
が
和
む
も
の
で
す
。

　

反
対
に
、
年
を
取

り
気
力
が
衰
え
、
日

常
生
活
も
小
さ
く
縮

み
、
厄
介
な
年
賀
状

を
作
る
と
い
う
事
に
、

力
が
お
よ
ば
な
く

な
っ
た
の
か
な
ぁ
と
、

一
抹
の
寂
し
さ
を
感

じ
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
最

後
ま
で
前
向
き
に
生

き
て
い
た
い
の
で
、

年
賀
状
は
相
手
が
や

め
よ
う
と
言
っ
て
こ

な
い
限
り
、「
元
気
に

し
て
い
ま
す
か
？
今

の
私
は
こ
う
し
て
い

る
よ
」
と
い
う
よ
う

な
内
容
の
年
賀
状
作

り
を
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な

が
り
は
大
事
で
、
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い

う
と
い
う
気
持
ち
だ

け
で
、
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

１
人
ぼ
っ
ち
は
さ

け
た
い
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）      

　

院
長　

岩
下　

一
三 

☎

ケ
瀬
二
郎
、
３
位
＝

小
柳
武
二
◆
男
Ｂ
：

優
勝
＝
徳
重
孝
志
、

準
優
勝
＝
竹
崎
厚
、

３
位
＝
増
島
三
千
男

◆
女
Ａ
：
優
勝
＝
平

　

ピ
ン
ト
写
真
ク

ラ
ブ
新
郷
（
会
長

＝
粂
原
一
夫
さ
ん
）

は
、
11
月
21
日
「
秋

の
紅
葉
日
帰
り
撮

影
会
」
を
行
っ
た
。

林
文
子
、
準
優
勝
＝
金

子
浩
子
、
３
位
＝
石
井

幸
子
◆
女
Ｂ
：
優
勝
＝

西
田
富
子
、
準
優
勝
＝

河
野
幸
子
、
３
位
＝
大

嶋
峰
子
。（
敬
称
略
）

写真クラブ奥多摩御岳渓谷等に撮影会

　

奥
多
摩
御
岳
渓

谷
（
楓
橋
）
や
秋

川
渓
谷
（
石
舟
橋
）

な
ど
の
撮
影
を
楽

し
ん
だ
。

　

写
真
同
会
提
供
。

　

新
郷
地
区
の
受
賞
者

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

◆
日
本
画
▽
議
長
賞
＝

中
山
ミ
キ
（
東
本
郷
）

▽
依
嘱
＝
吉
澤
道
子

（
東
本
郷
）
▽
実
行
委

員
＝
吉
田
喜
代
美
（
江

戸
袋
）
◆
洋
画
▽
石
井

五
郎
（
本
蓮
）
▽
荻
野

ふ
じ
子
・
佐
藤
孟
志
（
榛

松
）
▽
平
原
颯
人
・
武

藤
効
（
赤
井
）
▽
濱
美

知
子
・
東
山
あ
け
み
（
東

本
郷
）
◆
工
芸
▽
安
藤

年
三
（
赤
井
）
◆
書
▽

藤
本
恵
華
（
峯
）
依
嘱

＝
吉
沢
流
泉
（
赤
井
）

▽
招
待
＝
桑
原
美
菁

（
東
本
郷
）
▽
招
待
＝
吉

安
玲
華
（
江
戸
）
◆
写

真
▽
佐
々
木
量
・
野
田

光
子
（
東
本
郷
）
▽
粂

原
一
夫
（
榛
松
）
▽
関

美
沙
樹
（
江
戸
）
▽
村

上
セ
キ
（
峯
）
▽
山
田

文
雄
（
赤
井
）
▽
招
待

＝
平
賀
博
光
（
新
堀
）。

第
51
回
川
口
市
展

あきる野市乙津　秋川渓谷　瀬
せ

音
おと

の湯の前で記念撮影

　

１
月
７
日
新
郷

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
連
合
会
（
会

長
＝
高
原
好
雄
さ
ん
）

は
１
０
０
回
大
会
を

開
催
し
た
。
飯
塚
孝

新郷ＴＢＧクラブ１００回大会

行
市
議
も
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　
（
写
真
右
端
）

成
績
は
次
の
通
り
。

◆
男
Ａ
：
優
勝
＝
河

口
久
、
準
優
勝
＝
柳


